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口
語
自
由
詩
の
先
駆
者 

福 ふ
く

士 し

幸 こ
う

次 じ

郎 ろ
う 

   

敗
戦
後
の
混
乱

 

が
 

尾
を
引
く
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）、
中
学
校
が
義
務
教
育
と
い
う
現
行
の
六
三
制
の
画
期
的
な
学
校
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
新
制
度
の
中

学
校
は
、
校
舎
は

 

も
ち
ろ
ん
机
、
椅
子
も
整
わ
な
い
ま
ま
、
と
に
か
く
発
足
し
た
。 

 

教
科
書
は

 

、
文
部
省
が
こ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
、
新
し
く
編
集
・
刊
行
し
た
。
そ
の
う
ち
、
中
学
校
二
年
生
用
「
国
語
」
の

 

昭
和
二
十
四
年
版
三
分
冊
の
巻
頭
に
は
、

次
の
詩
が
掲
げ

 

ら
れ
た
。 

 
 

 
 

自
分
は

 

太
陽
の
子
で
あ
る 

 

自
分
は

 

太
陽
の
子
で
あ
る
、 

ま
だ
燃
え
る
だ
け
燃
え
た
こ
と
の
な
い
太
陽
の
子
で

 

あ
る
。 

 

今
口
火
を

 

つ
け
ら
れ
て
い
る
、 
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そ
ろ
そ
ろ
く
す
ぶ
り
か
け
て
い

 

る
。 

 

あ
あ
こ
の
煙
り
が

 

ほ
の
お
に
な
る
、 

自
分
は

 

ま
っ
ぴ
る
ま
の
あ
か
る
い
幻
想

げ
ん
そ
う

に
せ
め
ら
れ
て
や
ま
な
い
の
だ
。 

 

明
る
い
白
光

び
ゃ
っ
こ
う

の
原
っ
ぱ
で
あ
る
、 

ひ
か
り
充み

ち
た
都
会
の
ま
ん
な
か
で
あ
る
、 

み
ね
に

 

は
ず
か
し
そ
う
に
純
白
な
雪
が
輝
く
山
脈
で
あ
る
。 

 

自
分
は
こ

 

の
幻
想
に
せ
め
ら
れ
て 

今
く
す
ぶ

 

り
つ
つ
あ
る
の
だ
、 

黒
い
む
せ
ぼ
っ
た
い
重
い
煙
を
吐は

き
つ
つ
あ
る
の
だ
。 

 

あ
あ
ひ
か

 

り
あ
る
世
界
よ
、 
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ひ
か
り
あ

 

る
空
中
よ
、 

 

あ
あ
ひ
か
り

 

あ
る
人
間
よ
、 

総
身
目
の

 

ご
と
き
人
よ
、 

総
身
ぞ
う
げ
彫ぼ

り
の
ご
と
き
人
よ
、 

り
こ
う
で

 

健
康
で
力
あ
ふ
る
る
人
よ
。 

 
 自

分
は
暗
い

 

水
ぽ
っ
た
い
じ
め
じ
め
し
た
所
か
ら
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
け
れ
ど
も
、 

自
分
は
太
陽
の

 

子
で
あ
る
、 

燃
え
る
こ
と
を

 

あ
こ
が
れ
て
や
ま
な
い
太
陽
の
子
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
福
士
幸
次
郎
著
「
太
陽
の

 

子
」
に
よ
る
） 

  

こ
の
詩
の
作
者
福
士
幸
次
郎
は
、
弘
前
の
人
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
十
一
月
五
日
、
弘
前
市
本
町
五
丁
目
通
称
「
橡と

ち

の
木
」
に
、
父
慶
吉
、
母
は
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る
の
四
男
と

 

し
て
生
ま
れ
た
。
最
初
、
父
に
よ
っ
て
寿
平
と
名
付づ

け
ら
れ
た
が
、
八
歳
年
上
の
兄
民
蔵
の
反
対
で
、
幸
次
郎
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
は
じ
め
と

し
て
、
兄
民
蔵
の

 

弟
思
い
は
生
涯
続
き
、
幸
次
郎
は
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
は
か
り
知
れ
な
い
影
響
と
援
助
を

 

、
兄
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る

 

。 

父
慶
吉
は
、
元
寺
町
「
柾
木
座
」
の

 

座
付
役
者
で
芸
名
を
市
川
森
五
郎
と
名
の
っ
て
い
た
。
幸
次
郎
二
歳
の
時
、
父
は
興
業
に
失
敗
し
て
、
一
家
は
青
森
に
移
転
す

る
が
、
そ
の
後
住
居
は
転
々
と
し
て

 

変
わ
っ
た
。
父
の

 

地
方
巡
業
（
津
軽
や
秋
田
、
北
海
道
な
ど
）
に
は

 

、
幸
次
郎
も
つ
い
て
回
っ
た
。
幼
い
時
の
こ
う
し
た
遍
歴
が
、

そ
の
後
の
幸
次
郎
の
放
浪
癖
や

 

踏
査
研
究
の
巡
歴
の
素
地
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

 

。 

 

幸
次
郎
は
八
歳
の
時
、
青
森
市
莨

た
ば
こ

町
小
学
校
に

 

入
学
。
十
三
歳
、
浦
町
高
等
小
学
校
に
入
学
し
た
年
に
、
父
慶
吉
が
亡
く
な
る
。
一
家
の
苦
し
い
生
活
の
中
か
ら
、

幸
次
郎
は
、
県
立
第
三
中
学
校
（
現
青
森
高
等
学
校
）
に

 

入
学
す
る
。
そ
の
時
兄
は
軍
隊
に
い
た
の
で
、
生
活
は
母
の
劇
場
の
衣
装
手
伝
い
や
賃
仕
事
で
支
え
ら
れ
た
。

翌
年
、
兄
が
山
形
の
連
隊
に
転
属
に
な
り
、
母
も
兄
の

 

も
と
に
行
っ
た
。
幸
次
郎
は
一
人
、
学
校
の
関
係
で
青
森
に
と
ど
ま
り
、
牛
乳
や
新
聞
の
配
達
を
し
て
生
活
費

を

 

補
っ
た
。 

 

幸
次
郎
に
と
っ
て
十
七
歳
の
年
は
、
波は

瀾ら
ん

の
一
年
だ
っ
た
。
中
学
二
年
の
冬
の
こ
と
、
図
画
の
先
生
の
「
露ろ

探た
ん

」（
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と
い
う
意
）
と
い
う
あ
だ
名

を
書
い
て
、
級
友
が
陰
で
笑
っ
て
い
る
こ
と
を
、
幸
次
郎
は
卑ひ

怯
き
ょ
う

だ
と
思
い
、
同
じ
こ
と
を
黒
板
に
書
い
て
教
師
が
見
回
り
に

 

来
て
も
消
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
職

員
会
議
で
問
題
と
な
り
、
そ
の
動
機
や
事
実
を
毎
日
教
師
に
問
い
た
だ
さ
れ
て

 

、
幸
次
郎
は
学
校
に
行
く
こ
と
が
い
や
に
な
り
、
寄
宿
先
の
小
さ
な
部
屋
で
一
人
暗
い
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気
持
で
悩
み
苦
し
ん
だ
。
今
日
の

 

登
校
拒
否
で
あ
る
。
あ
る
大
吹
雪
の
朝
、
宿
の
お
ば
さ
ん
に
は
弘
前
に
行
く
と
言
っ
て
、
二
円
の
お
金
を
懐
に
、
幸
次
郎
は
青
森
か

ら
汽
車
に
乗
っ
た

 

。
野
辺
地
で
下
車
し
て
日
中
は
歩
き
つ
づ
け
夜
は
汽
車
に
乗
っ
て
仙
台
に
つ
い
た
。
旅
費
が
尽
き
た
の
で
、
仙
台
か
ら
は
徒
歩
で
厳
寒
の
雪
の
奥
羽

山
脈
を
横
切
っ
て

 

、
幸
次
郎
は
よ
う
や
く
山
形
郊
外
の
母
と
兄
の
い
る
家
に
た
ど
り
つ
い
た
。 

 

後
年
、
幸
次
郎
自
身
こ

 

の
時
の
こ
と
を
、
自
分
は
「
向
こ
う
見
ず
の
テ
ン
ポ
（
無
鉄
砲
）、
思
っ
た
こ
と
を
や
り
通
す
ジ
ョ
ッ
パ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
。
確
か
に
、

幸
次
郎
の
生
涯
は

 

、
津
軽
弁
の
「
テ
ン
ポ
と
ジ
ョ
ッ
パ
リ
」
の
一
生
と
言
え
よ
う
。
こ
の
事
件
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。 

 

そ
の
年
の
八
月
、
幸
次
郎
は
親
類
を
頼
っ
て
上
京
し
、
開
成
中
学
校
二
年
に
編
入
学
す
る
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
に
「
支
那

し

な

人
」
と
あ
だ
名
さ
れ
田
舎

い

な

か

者も
の

と
侮

あ
な
ど

ら

れ
た
こ
と

 

、
学
校
が
私
立
の
営
利
的
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
翌
年
に
は
そ
の
学
校
を
退
学
し
た
。 

 

そ
し
て

 

、
今
度
は
、
日
露
戦
争
か
ら
帰
っ
て
上
京
し
て
来
た
兄
の
世
話
で
、
神
田
の
国
民
英
学
会
（
夜
間
部
）
に
入
学
し
た
。
こ
こ
を
一
年
半
で
全
課
程
を
卒
業
す

る
。
ま
た
、
九
段
の
暁
星
仏
蘭

フ

ラ

ン

西ス

語
専
修
学
校
（
夜
学
）
に
学
ん
で
、
一
年
足
ら
ず
で
仏
文

ふ
つ
ぶ
ん

も
原
書
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
。
幸
次
郎
は
語
学
の
才
能
に
た
け
、
言
葉

に
極
め
て
敏
感
で

 

あ
っ
た
。
後
年
の
詩
作
や
「
日
本
音
数
律
論
」
の
研
究
の
素
地
は
、
こ
う
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

文
学
青
年
で

 

あ
っ
た
兄
民
蔵
の
影
響
で
、
幸
次
郎
も
文
学
へ
の
傾
き
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
秋
田
雨
雀
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
雨
雀
は
、

同
じ
津
軽
の
黒
石
出
身
で
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
す
で
に
新
体
詩
集
「
黎
明

れ
い
め
い

」
を
出
版
し
て
い
る
文
学
者
で
あ
っ
た
。
幸
次
郎
十
八
歳
、
雨
雀
二
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十
四
歳
の

 

と
き
で
あ
る
。 

 

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
幸
次
郎
が
十
九
歳
の
時
に
、
雨
雀
の
紹
介
で
、
同
郷
の
佐
藤
紅
緑
に
「
一
生
の
宿
縁
を
拓ひ

ら

く
」
出
会
い
を
す
る
。
そ
れ
は
、
紅
緑
の

同
郷
の
陸く

が

羯
南

か
つ
な
ん

と
の
出
会
い
と
連
な
っ
て
、
羯
南
―
紅
緑
―
幸
次
郎
の
思
想
的
文
学
的
系
譜
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。（
陸
羯
南
・
佐
藤
紅
緑
に
つ
い
て
は
、「
弘

前
人
物
志
」
一
一
七
、
二
〇
二
ペ
ー
ジ
に

 

掲
載
さ
れ
て
い
る
。） 

 

紅
緑
は
、
当
時
小
説
や
脚
本
を

 
書
く
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
が
、
青
年
時
代
に
は
正
岡
子
規
か
ら
俳
句
を
学
び
、
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
紅
緑
の
家
に

寄
宿
し
た
幸
次
郎
も
、
は
じ
め
は

 

黄
雨
と
号
し
て
俳
句
を
作
っ
て
い
る
。 

 

夏
の
日
、
幸
次
郎
が
紅
緑
の
長
男
八
郎
少
年
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
。
八
郎
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
が
そ
れ
て
、
た
ま
た
ま
そ
こ
を
通
っ
て
い
た
人ひ

と

見み

東
明

と
う
め
い

に

あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
幸
次
郎
は

 

東
明
を
知
る
こ
と
に
な
る
。 

 

八
郎
は
一
時
期
幸
次
郎
と

 

生
活
を
共
に
す
る
な
ど
幸
次
郎
の
指
導
を
受
け
て
、
詩
人
サ
ト
ウ
・
ハ
チ
ロ
ー
と
し
て
出
発
す
る
。
後
に
、
童
謡
・
歌
謡
の
作
詞
家
と
し

て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た

 

。 

 

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
、
人
見
東
明
ら

 

は
、「
自
由
詩
社
」
を
組
織
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
た
。
そ
れ
に
載
っ
た
詩
に
よ
っ
て
、
幸
次
郎
は
「
今
ま
で

眠
り
潜ひ

そ

ん
で
い
た
魂
を
よ
び
さ
ま
さ
れ
、
底
の
知
れ
な
い
憂
う
つ
へ
か
り
こ
ま
れ
る
。
」
刺
激
を
う
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
末
、
「
錘

お
も
り

」
な
ど
五
編
の
口
語
に
よ
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る
自
由
詩
を
い
っ
き
に
書
き
あ
げ
る

 

。
こ
れ
が
東
明
の
推
薦
で
発
表
さ
れ
た
。
幸
次
郎
の
詩
人
と
し
て
の
第
一
歩
で
あ
る
。
二
十
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。 

 

当
時
は
自
然
主
義
文
学
の
盛
ん
な

 

時
代
で
、
幸
次
郎
も
深
く
そ
の
影
響
を
受
け
た
。
文
壇
に
も
実
生
活
の
上
で
も
希
望
を
失
い
、
生
き
る
こ
と
に
も
絶
望
し
て
、
虚

無
的
な
生
活
の
日
々
が
続
く
。
そ
し

 

て
遂
に
、
二
十
二
歳
の
年
の
暮
れ
、
紅
緑
に
置
き
手
紙
し
て
幸
次
郎
は
放
浪
の
旅
に
出
た
。 

 

す
べ
て
徒
歩
の
旅
行
で
、
関
東
地
方
か
ら

 

山
梨
県
の
甲
府
に
行
き
、
長
野
県
に
入
っ
て
伊
那
か
ら
飯
田
を
通
り
、
木
曽
山
脈
を
越
え
木
曽
路
を
西
に
下
っ
て
名
古
屋

に
い
た
る
。
こ
こ
で
築
港

ち
っ
こ
う

へ
行
っ
て
土
方
の
仲
間
に
入
り
、
重
い
レ
ー
ル
か
つ
ぎ
や
ス
コ
ッ
プ
を
持
つ
重
労
働
に
従
う
。
し
か
し
、
な
れ
な
い
仕
事
の
た
め
重
い
脚
気

か

っ

け

に
な
っ
て
、
骨
と
皮
ば
か
り
の
体
に
、
よ
れ
よ
れ
の
浴
衣

ゆ

か

た

を
着
た
み
す
ぼ
ら
し
い
姿
で
、
よ
う
や
く
東
京
の
母
と
兄
の
も
と
に
帰
っ
て
来
る
。
出
奔

し
ゅ
っ
ぽ
ん

し
て
か
ら
半
年

た
っ
て
い
た

 

。 

 

兄
と
母
は

 

、
驚
い
て
知
り
合
い
の
医
者
に
幸
次
郎
を
診
て
も
ら
う
。
全
快
に
は
一
年
余
り
の
療
養
が
必
要
だ
っ
た
。
が
、
体
調
が
快
復
す
る
に
つ
れ
て
、
幸
次
郎
は

そ
れ
ま
で
の

 

「
暗
黒
と
懐
疑
、
自
己
喪
失
」
の
生
活
に
、
人
道
主
義
に
よ
っ
て
、
光
明
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
、
人
生
を
肯
定
す
る
明
る
い
詩
を
作
り
は
じ

め
る
。
明
治
か
ら

 

大
正
と
改
元
さ
れ
た
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

翌
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
―
―
、
は

 

じ
め
に
述
べ
た
作
品
「
自
分
は
太
陽
の
子
で
あ
る
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
年
を
、
幸
次
郎
は
「
新
生
の
年
」
と
い
い
、「
自

分
は
太
陽
の
子
で
あ
る
。
如
何

い

か

な
る
奈な

落ら
く

の
底
へ
落
ち
て
も
あ
の
燃
え
上
が
る
空
中
の
偉
大
崇
厳
な
火
の
円
球
（
太
陽
）
を
憧

あ
こ
が

れ
て
や
ま
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
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第
二
次
世
界
大
戦
で
、
国
民
全
体
が

 

奈
落
（
地
獄
）
の
底
に
う
ご
め
く
よ
う
な
生
活
を
し
た
あ
と
で
、
新
制
中
学
校
の
教
科
書
に
、「
自
分
は
太
陽
の
子
で
あ
る
」
が

載
っ
た
意
義
は
、
深
い
も
の
が

 

あ
る
。 

 

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
幸
次
郎
は

 

兄
民
蔵
の
援
助
で
、
そ
れ
ま
で
書
い
た
詩
を
ま
と
め
、「
兄
と
母
に 

此
の
作
集
を
献
ず
る
」
と
記
し
て
、
詩
集
「
太
陽
の
子
」

を
自
費
出
版
し
た
。
し
か
し
、
詩
集
の

 

売
れ
ゆ
き
は
悪
く
、
百
部
も
さ
ば
け
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

川
路
柳
虹
が
、
「
塵
溜

は
き
だ
め

」
と
い
う
わ
が
国
最
初
の
口
語
に
よ
る
自
由
詩
を
発
表
し
て
、
詩
壇
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
で
あ
っ
た
。
そ
の

二
年
後
、
幸
次
郎
が
は
じ
め
て
書
い
た
詩
が

 

、
口
語
自
由
詩
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
五
年
間
の
詩
作
が
、
詩
集
「
太
陽
の
子
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
を
、

識
者
は
口
語
自
由
詩
に
新
し
い
生
命
を
も
た
ら
し
た
も
の
、
口
語
自
由
詩
が
出
発
す
る
最
初
の
最
も
大
胆

だ
い
た
ん

な
創
造
と
評
価
し
た
が
、
発
刊
当
時
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り

反
響
が

 

な
か
っ
た
。 

 

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
、
幸
次
郎
は
、
あ
る
対
人
関
係
か
ら
自
分
の
女
女

め

め

し
い
感
情
が
、
詩
に
あ
ら
わ
に
表
わ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
詩
を
作
る
こ
と
を
放
棄

し
て
し
ま
う
。
処
女
詩
を
書
い
て
か
ら
十
年
、
三
十
一
歳
に
し
て
詩
の
創
作
を
自
ら
断た

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

翌
年
、
そ
れ
ま
で

 

作
っ
た
詩
の
中
か
ら
作
品
が
選
ば
れ
て
、
詩
集
「
展
望
」
が
、
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
が
、
こ
れ
も
売
れ
ゆ
き
が
よ
く
な
か
っ
た
。 

 

幸
次
郎
が
詩
作
を

 

断
念
し
た
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）、
郷
里
弘
前
で
は
、
青
森
県
最
初
の
詩
の
結
社
「
パ
ス
ト
ラ
ル
詩
社
」
が
、
後
藤
健
次
、
一
戸
玲
太
郎
（
謙
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三
）
、
桜
庭
芳
露
ら
に

 

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
幸
次
郎
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
幸
次
郎
は
心
を
こ
め
て
、
郷
里
の
若
い
詩
人
た
ち
を
指
導
し
助
言
を
与
え
た
。

こ
の
結
社
は
、
本
県
の

 

文
学
活
動
の
中
で
遅
れ
て
い
た
詩
の
普
及
と
進
展
に
大
き
な
力
と
な
り
す
ぐ
れ
た
足
跡
を
残
し
た
。 

 

こ
の
年
、
幸
次
郎
は

 

秋
田
県
の
人
片
岡
梅
枝
と
結
婚
す
る
。 

 

そ
の
後
の
幸
次
郎
は
、
専

も
っ
ぱ

ら
評
論
と
思
索
の
発
表
に
従
う
。
が
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
関
東
大
震
災
に
遭あ

い
、
そ
の
年
の
暮
、
幸
次
郎
は
妻
子
を
つ
れ
て

雪
の
舞
う
津
軽
に
帰
っ
て

 

く
る
。
十
七
歳
の
と
き
、
一
人
津
軽
を
出
て
か
ら
二
十
年
近
い
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。 

 

幸
次
郎
は
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）、
東
奥
義
塾
（
塾
長
笹
森
順
造
）
に

 

招
か
れ
て
、
国
語
の
講
師
と
な
る
。
生
徒
た
ち
が
つ
く
っ
た
雑
誌
に
「
わ
ら
は
ど
」
と

命
名
し
た
が
、
そ
の
生
徒
の
中
に
は
、
後
年
、
直
木
賞
作
家
と
な
っ
た
今
官
一
や

 

、「
津
軽
の
旋
律
」（
音
楽
）
の
木
村
繁
な
ど
が
い
た
。 

 

津
軽
に
帰
っ
た
幸
次
郎
は
、「
地
方
主
義
」
運
動
の
ペ
ン
を
と
る
。
中
央
の
勢
力
や

 

統
治
に
影
響
さ
れ
な
い
、
地
方
を
根
拠
と
し
そ
の
地
方
の
特
色
を
発
現
す
る
文

化
運
動
の
提
唱
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）「
地
方
主
義
の
行
動
宣
言
書
」
を

 

発
表
す
る
。
同
人
は
、
弘
前
地
域
の
知
識
人
・
文
化
人
で
、
そ
の

中
に
は
後
に
小
説
家
と
し

 

て
著
名
に
な
る
若
い
教
師
石
坂
洋
次
郎
も
い
た
。
今
日
の
地
方
の
時
代
を
さ
ぎ
か
け
る
こ
と
、
半
世
紀
で
あ
る
。 

 

そ
の
頃こ

ろ

、
幸
次
郎
は
数
編
の
散
文
詩
を
書
い
た
。
そ
の
中
の
一
編
を
あ
げ
よ
う
。 
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田
舎

い

な

か

唄う
た

の
風
景
画 

  
 

郷
里
生
活
を

 
 

し
た
初
め
の
年
の
夏
、
裏
日
本
の
北
部
で
こ
の
季
節
に
は
特
有
の
青
い
高
い
空
か
ら
、
す
が
す
が
し
い
微
風
が
吹
き
お
ろ
さ
れ
、
地
上
は
寛

く
つ
ろ

い
だ
、 

幸
せ
な
、
ひ
そ
ま
り
か
え
っ
た
空
気
を
一
杯

い
っ
ぱ
い

に
拡
げ
る
の
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
こ
の
頃
の
あ
る
日
、
北
津
軽
郡
内
の
小
都
会
の
板
柳
で
、
い
つ
ま
で
も
心
に
沁し

み

て
わ
す
れ
が
た

 

い
田
舎
唄
の
一
く
さ
り
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ボ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
方
特
有
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
サ
ァ
ル
、
す
な
わ
ち
漂
泊
歌
唱
隊

（
註
）
が
、
と
あ
る
門
口
に

 

立
っ
て
、
三
味
線
の
ひ
な
び
た
旋
律
の
も
と
に
、 

 
 

な
が
く
咲
く
の
は
胡
桃

く

る

み

の
花
よ 

 

と
そ
れ
こ
そ
声
を

 

長
々
と
引
っ
ぱ
っ
て
、
号
泣
す
る
よ
う
に
唄
っ
た
一
文
句
で
あ
る
。 

 
 

わ
た
し
は
山
間
の
坂
み
ち
か
ら
、
木
の
茂
み
や
、
屋
根
で
重
な
り
あ
っ
た
谿た

に

底
の
村
が
眼
に
浮
ん
だ
。
そ
こ
に
は
胡
桃
の
大
木
が
、
田
舎
び
た
満
枝
の
花
を
見
せ 

 

て
咲
き
さ
か
っ
て

 

い
た
。 

 
 

な
が
く

 

咲
く
の
は
胡
桃
の
花
よ 

 

純
朴

じ
ゅ
ん
ぼ
く

な
田
舎

い

な

か

人び
と

の
見
つ
け
た
感
動
す
べ
き
風
景
画
で
あ
る
。 
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原
註 
ボ
サ
マ
は
坊ボ

ウ

様サ
マ

で
、
盲
人
の
男
女
の
唄う

た

う
た
い
、
津
軽
地
方
か
ら
北
海
道
ま
で
も
さ
ま
よ
っ
て
歩
く
。
唄
は
ジ
ョ
ン
カ
ラ
節
、
ヨ
サ
レ
節
な
ど
の
津
軽
民
謡
で
、

こ
の
胡
桃
の
唄
も
、
あ
る
ジ
ョ
ン
カ
ラ
節
の

 

一
句
で
あ
る
。 

  

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
一
月
に

 

東
奥
義
塾
を
退
職
し
た
幸
次
郎
は
、
そ
の
年
の
十
月
、
青
森
日
報
社
（
平
川
力
経
営
）
の
主
筆
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

整
理
係
り
の
高
木
恭
造
と
会
う
が

 
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
幸
次
郎
に
、
借
り
も
の
で
な
い
自
分
の
持
っ
て
い
る
言
葉
―
―
方
言
で
詩
を
書
く
こ
と
を
す
す

め
ら
れ
て
、
高
木
は
そ
れ
に
従
う

 

。
そ
の
方
言
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
詩
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
詩
集
「
ま
る
め
ろ
」
が
誕
生
す
る
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
こ
と
で

あ
る
。
幸
次
郎
が
、
そ
の
序
に

 

、
高
木
は
日
本
最
初
の
地
方
主
義
詩
人
と
し
て
、
こ
の
詩
集
と
共
に
永
く
詩
史
上
に
記
録
さ
れ
る
と
し
る
し
た
。
戦
後
、
詩
人
高
木
恭

造
と
、
詩
集
「
ま
る
め
ろ
」
の

 

声
価
は
、
地
方
を
は
る
か
に
超
え
て
い
よ
い
よ
高
い
。 

 

方
言
詩
集
「
ま
る
め
ろ
」
の

 

中
か
ら
、
幸
次
郎
が
「
序
」
で
取
り
あ
げ
た
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。 

  
 
 

吹フ 

雪ギ 

高

 

 

木 

恭 

造 
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小
供

ワ

ラ

ハ

等ド

エ 

 

早グ

ぐ
ど
寝
で
ま
れ 

  

ほ

 

ら
ア
！ 

 

あ
れ
ア
白
い

狼
オ
ウ
ガ
メ

ア
吼ほ

え
で 

 

駆ハ

ケ
で
歩ア

り
て
ら
ン
だ
ド 

 

ま
ぎ

、

、

の
隈ス

マ

が
ら 

 

死
ン
だ
爺ヂ

コ

ド
媼バ

バ 

睨に
ら

め
で
る
ド 

 
 

 

小
供

ワ

ラ

ハ

等ド

エ 

 

早グ

ぐ
ど
寝
で
ま
れ 

 

幸
次
郎
の

 

津
軽
滞
在
は
、
長
く
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
に
、
再
び
上
京
し
て
評
論
、
研
究
に
従
事
す
る
。
幸
次
郎
の
詩
論
は
す
ぐ
れ
た
も
の
だ
が
、

特
に

 

「
日
本
音
数
律
論
」
は
、
今
日
で
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
労
作
で
あ
る
と
い
う
。 
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幸
次
郎
は

 

ま
た
、
日
本
民
族
の
伝
統
と
文
化
の
根
源
を
窮き

わ

め
る
た
め
、
日
本
各
地
の
僻
遠

へ
き
え
ん

の
山
野
に
も
出
か
け
、
そ
の
と
き
に
踏
査
・
考
察
し
た
の
を
ま
と
め
た
「
原

日
本
考
」
を

 

一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七
）
に
、
翌
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
）
に
は
「
原
日
本
考
続
編
」
を
刊
行
し
た
。
幸
次
郎
の
民
俗
学
的
な
業
績
で
あ
る
。 

 

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
冬
、
幸
次
郎
は

 

、
戦
後
初
の
衆
議
院
選
挙
に
出
馬
し
た
知
人
の
応
援
の
た
め
、
富
山
市
に
出
か
け
る
。
だ
が
、
寒
中
の
無
理
が
た
た

っ
て
病
気
に
な
っ
て
帰
京
す
る
。
そ
の
後
、
兄
の

 

疎
開
先
で
あ
る
千
葉
県
館
山
市
で
療
養
に
つ
と
め
る
が
、
兄
民
蔵
、
妻
梅
枝
の
看
護
も
空
し
く
、
十
月
十
一
日
、「
兄

さ
ん
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
を
残
し
て
永
眠
し

 

た
。
五
十
八
歳
だ
っ
た
。
東
京
都
江
東
区
深
川
三
好
町
、
双
樹
寺
（
現
在
は
濟
生
院
雙
樹
寺
）
に
葬
ら
れ
た
。 

 

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
に

 

、
愛
知
県
尾
西
市
玉
野
善
福
寺
境
内
に
、「
福
士
幸
次
郎
先
生
原
日
本
考
発
想
之
地
」
の
第
一
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
二
年
後
の

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
）
十
月
十
一
日
、
弘
前
公
園
三
の
丸
に
、「
胸
に
ひ
そ
む
火
の
叫
び
を
雪
降
ら
さ
う
」
の
詩
碑
が
、
弘
前
不ふ

串く
し

会
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
。
今
は
そ
の
碑
の
前
に

 

、
弘
前
市
立
博
物
館
が
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
、
十
和
田
市
の
北
園
小
学
校
に
、
幸
次
郎
の
石
碑
が
建
っ
た
。
そ
れ
に
は
次
の

詩
句
が
刻
ま
れ
た

 

。 

  
 

自
分
は

 

太
陽
の
子
で
あ
る 

 
 

燃
え
る

 

こ
と
を
憧
れ
て
や
ま
な
い
太
陽
の
子
で
あ
る 
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